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2026 年 2 月 19 日 

報道関係者各位 

慶應義塾大学 

 

慶應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ統合研究センター 

第 14 回シンポジウム 

「情報と人間―情報システムはどこまでコンテクストに寄り添えるのか？」 

開催（3/17） 
 

慶應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ統合研究センター（DMC）は、検索エンジンや生成 AI

等のシステムが利用されている昨今、真に個人に向き合う情報システムの構築は可能かという問い

に挑むべく、第 14 回 DMC シンポジウム「情報と人間―情報システムはどこまでコンテクストに寄り

添えるのか？」を開催いたします。 

 

 

１．開催概要 

日 時：2026 年 3 月 17 日（火）14 時 00 分～17 時 00 分（13 時 30 分 開場） 

会 場：慶應義塾大学日吉キャンパス 来往舎シンポジウムスペース 

対 象：どなたでもご参加いただけます 

形 式：対面・オンライン配信 ※途中入退場自由 

言 語：日本語 

入 場：無料 

詳 細：以下のウェブサイトにてご確認ください。 

https://www.dmc.keio.ac.jp/symposium/2025.html 

お申込み：以下のフォームからご登録ください。 

https://forms.gle/kiPdPrLu5tYiwgnL9 

※当日参加も可能ですが、できる限り事前申し込みをお願いいたします。 

 

２．開催趣旨 

人類は、自身にとって価値ある情報を得るために、古くは図書館、昨今ではインターネット検索エンジ

ン、SNS プラットフォームや生成 AI モデルなどの情報システムを生み出し利用してきました。 

しかしながらこれらのシステムは、経済的合理性や物理的、工学的特性=制約を前提として設計されて

いるため、情報を捨象、一般化、言語化、カテゴリー化して扱わざるを得ず、本来は多様であいまい、し

かも言語化が必ずしも容易ではない、一人ひとりにとって異なる「価値ある情報」が提供しきれていない

という根源的な矛盾を抱えています。むしろ人間側が、既存の情報システムに迎合し、システムの都合に

合わせて自分の求める情報を意識的/無意識的に調整することで(擬似的な)満足感を得ている状況が起

きています。 

それでは、真に個人に向き合い、一人ひとりにとって異なる「価値ある情報」を提供するシステムを構

築することは可能なのでしょうか？ 

本シンポジウムでは、この自己矛盾的な問いに挑むべく、図書館情報学、社会学、工学、哲学等の様々

な視点から議論を行います。 
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３．プログラム（予定） 

14:00-14:05 開会のご挨拶 

14:05-14:10 シンポジウム主旨説明 

14:10-15:10 招待講演 

 14:10-14:40 「状況に埋め込まれた行為を記述すること：システム開発研究への含意を考える」 

  池谷のぞみ（慶應義塾大学文学部教授） 

 14:40-15:10 「信頼される情報サービス」 

  佐藤千尋（慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科准教授） 

 

15:10-15:20 休憩 

 

15:20-15:50 DMC 研究紹介 

 15:20-15:30 「コンピュータと創造性」 

  杉浦裕太（慶應義塾大学理工学部准教授，DMC 研究センター所員） 

 15:30-15:40 「LLM をめぐる新たな試み」 

  シン・アンドリュー（慶應義塾大学理工学部助教，DMC 研究センター所員） 

 15:40-15:50 「パーソナライズを工学する―機械化と汎用化の壁―」 

  山下剛志（慶應義塾大学 DMC 研究センター特任助教，DMC 研究センター所員） 

 

15:50-16:00 休憩 

 

16:00-16:55 パネルディスカッション 

 ＜パネリスト＞ 

  池谷のぞみ（慶應義塾大学文学部教授） 

  佐藤千尋（慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科准教授） 

  杉浦裕太（慶應義塾大学理工学部准教授，DMC 研究センター所員） 

  シン・アンドリュー（慶應義塾大学理工学部助教，DMC 研究センター所員） 

  山下剛志（慶應義塾大学 DMC 研究センター特任助教，DMC 研究センター所員） 

 ＜モデレーター＞ 

  見上公一（慶應義塾大学理工学部准教授，DMC 研究センター所員） 

 

16:55-17:00 閉会のことば 

17:00-17:40 アフターセッション 

 

＊ 同会場に DMC のポスター・デモ展示もございます。お早めにご来場ください。 

 

 

慶應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ統合研究センターでは、これまでにデジタルアーカイヴの

構築や FutureLearn オンラインコースのコンテンツ制作を通して、歴史資料や文化資源のデジタル化に

取り組んできました。昨今では研究のデジタルデータや成果だけではなく、そのプロセスをも含めて社会

に広くオープンにすることが期待されています。 

（参考）慶應義塾大学 無料オンライン講座 FutureLearn：https://www.fl-keio.info/intro/ 
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４．会場案内 

 

会 場：慶應義塾大学日吉キャンパス 

住 所：〒223-8521 神奈川県横浜市港北区日吉 4-1-1 

交通アクセス： 

日吉駅（東急東横線、東急目黒線、東急新横浜線／横浜市営地

下鉄グリーンライン）徒歩 1 分 

※東急東横線の特急は日吉駅に停車しません。 

 

 

【本イベントに関するお問い合わせ先】 

慶應義塾大学 デジタルメディア・コンテンツ統合研究センター

事務室 

E-mail：jimu-dmc@adst.keio.ac.jp 

【本リリースの配信元】 

慶應義塾広報室 TEL：03-5427-1541  FAX：03-5441-7640 

E-mail：m-pr@adst.keio.ac.jp     https://www.keio.ac.jp/ 
 


